
平成30年1月

№34
編集・発行

香取市農業委員会

〒287-8501　千葉県香取市佐原ロ2127　TEL 0478－50－1226（0478－54－1111 内線 2871）

　

笑
顔
が
素
敵
な
若
い
女
性
が
、
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
を
操

り
稲
刈
作
業
を
し
て
い
る
姿
に
驚
き
を
覚
え
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
、
三
姉
妹
の
長
女
と
し
て
農
家
に
生
ま
れ
、

幼
い
頃
か
ら
、
農
家
の
跡
取
り
と
し
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

大
学
は
農
学
部
に
進
み
、
卒
業
後
す
ぐ
就
農
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
ご
両
親
と
共
に
、
水
稲
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
大
根
、

馬
鈴
薯
を
栽
培
し
て
い
る
大
規
模
農
家
で
す
。　

　

小
林
さ
ん
は
就
農
と
と
も
に
、
何
か
、
人
と
の
関
わ
り

を
持
つ
事
が
し
た
い
と
、
平
成
27
年
に
「
ミ
ス
あ
や
め
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
応
募
、
見
事
に
「
ミ
ス
あ
や
め
」
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
も
「
水
郷
佐
原
あ
や
め
祭
り
」

の
開
催
時
期
に
は
、「
娘
船
頭
さ
ん
」
と
し
て
、
そ
の
笑

顔
で
多
く
の
観
光
客
と
接
し
て
い
ま
す
。
農
業
を
し
て
い

て
も
、「
い
つ
も
笑
顔
で
き
れ
い
で
い
た
い
。」
こ
れ
が
小

林
さ
ん
の
信
念
の
よ
う
で
す
。

　

休
日
に
は
友
達
を
誘
い
、
都
内
な
ど
に
出
か
け
、
芸
術

鑑
賞
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま

す
。
気
持
ち
の
切
り
替
え
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
で
、
更

に
農
業
を
楽
し
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
「
若
者
が
就
農
す
る
た
め
に
は
？
」
と
問
い
か
け
る
と
、

休
日
を
設
け
る
こ
と
、
き
つ
い
作
業
を
で
き
る
だ
け
軽
減

す
る
こ
と
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

若
い
農
業
後
継
者
や
女
性
経
営
者
の
集
い
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
両
親
と
も
今
後
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
中
、
今
回
、
小
林
さ
ん
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

農
業
に
も
ま
だ
明
る
い
希
望
が
あ
る
ん
だ
な
と
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
小
林
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
後
継
者
が
多

く
出
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
委
員
　
片
野
・
林
・
寺
島
）

香 取 市

若
き
女
性
担
い
手
奮
闘
中
！

若
き
女
性
担
い
手
奮
闘
中
！

〜
織
幡
・
小
林
眞
弓
さ
ん
〜

娘船頭さん姿の小林さん
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農
家
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

良
き
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
謹
ん

で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
伴
い
、
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
新
し
い
農
業
委
員
会
の
体
制
の
下
、
農

業
委
員
会
活
動
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
て
、
こ
の
３
月
末
で
２
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
農
業
委
員
会
の
大
き
な
使
命
で
あ
る
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」

の
達
成
に
向
け
て
、
香
取
市
農
業
委
員
会
も
農
業
委
員
・
19
名
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
・
24
名
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
連
携
を
一
層
強
化
し

な
が
ら
、
農
業
委
員
会
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
全
う
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

農
業
を
巡
る
情
勢
は
、
担
い
手
の
不
足
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
も
は
や
慢
性
化
し
つ
つ
あ
る
諸
問
題
を
は
じ
め
、
米

の
生
産
数
量
目
標
の
撤
廃
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
と
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
、
そ
し
て
、
E
U
な
ど
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
動
向
は
、

直
接
農
家
の
経
営
に
影
響
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
国
際
化
へ
の
対
応
、
地

域
農
業
の
衰
退
、
食
料
生
産
の
過
剰
と
不
足
の
存
在
な
ど
、
よ
り
深
化
し
た

困
難
な
時
代
が
目
の
前
ま
で
来
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
現
状
を
強
く
認
識
し
、
香
取
市
農
業
の
維
持
・
発
展
に
向
け
て

委
員
会
一
同
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

香
取
市
農
業
委
員
会

             

会 

長
　
伊
　
藤
　
　
寛

　

昨
年
11
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
「
香
取
の
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
」に
お
き
ま
し
て
、「
香
取
市
農
業
振
興
支
援
金
」

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
ご
来
場
の
皆
さ
ま
か
ら
、
合
計
で
、
７
６
，

８
４
５
円
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
４
日
に
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
農
業
委
員

会
の
役
員
よ
り
、宇
井
市
長
に
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

農
業
振
興
支
援
募
金
の
お
礼

　

昨
年
11
月
６
日
に
、永
年
（
12
年
以
上
）

の
農
業
委
員
会
活
動
を
通
じ
て
、
市
政

発
展
と
農
業
行
政
の
振
興
へ
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
、
３
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

〇
農
業
委
員

　
　
　
　
　

栗
林　

利
男

　

〇
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　
　

小
倉　

新
一

　
　
　
　
　

本
宮　

敏
雄

香
取
市
市
民
表
彰
の
報
告

　農地の改良の埋立等を行う場合には、軽微な農地改良の届出書
（農業委員会届出）が必要です。
　なお、土木課や環境安全課などの他法令の許可申請や、農地造
成の一時転用の許可申請（千葉県）が併せて必要となる場合があ
ります。
♠農地の改良を行う場合の留意点
　・平均盛土の厚さが１ｍ未満であること。
　・500 ㎡未満であること。（500 ㎡以上 3,000 ㎡未満の埋立につ
　　いては環境安全課、3,000 ㎡以上については千葉県への許可
　　申請が併せて必要。）
　・土地所有者が自らの意思に基づいて行うもの。
　・埋立や盛土の土質は現状の耕作土と同等以上の耕作土に適し
　　たものであること。
　・残土処分を目的としたものではないこと。
　・道路・水路に接して盛土する場合は、土木課（管理者）と協
　　議すること。
　・工事期間が 3カ月以内であること。
　・上記以外の事項がある場合には、各担当部署との協議・許可
　　等が必要。
　他法令の許可を必要とする農地造成の一時転用許可申請の場合
は、県知事許可となりますので、申請から許可までに１カ月以上
かかります。
　農地改良の届出は、改良を行う１カ月前までに届出をお願いし
ます。
　いずれにしましても、農地を埋め立てる前には、必ず農業委員
会にご相談ください。

農地の改良についてのお願い
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昨
年
10
月
18
日
、
千
葉
市
内

の
ホ
テ
ル
に
て
「
平
成
29
年
度

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
先
進
的
農
村
女

性
交
流
交
換
会
」
が
関
東
以
外

の
県
も
含
め
、
総
勢
２
０
８
名

が
出
席
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
千
葉
県
が
当
番
県
と

い
う
こ
と
で
県
内
か
ら
六
次
産

業
、
若
き
担
い
手
、
社
会
参
画

の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、

３
名
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
活
き
活
き
と
農

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
に

聞
き
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
討
議
で
は
、
直
面
し
て

い
る
問
題
点
を
出
し
、
改
善
策

を
話
し
合
い
ま
し
た
。
労
働
力

不
足
に
対
し
て
、
小
さ
な
子
供

が
い
て
常
勤
雇
用
で
き
な
い
マ

マ
さ
ん
た
ち
を
子
ど
も
同
伴
で

複
数
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
合
が

つ
く
時
間
に
来
て
も
ら
う
と
い

う
労
働
者
側
が
優
先
の
雇
用
形

態
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
数
の
方
々
の
意
見
に
触
れ
、

有
意
義
な
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
　 

（
寺
島
美
幸
　
農
業
委
員
）

　

昨
年
11
月
９
日
に
千
葉
市
・
青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
29
年
度
経
営
力
強
化
・
農
地
集
積
促
進
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
、
千
葉
県
下
の
先
進
事
例
と
し
て
香
取

市
が
選
ば
れ
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
を
基
に
し
た
農
地
利
用

最
適
化
の
取
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
事
例
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
伊
藤
会
長
以
下
、
農
業
委
員
会
事
務
局
職
員
、
農
政

課
職
員
が
登
壇
し
、
約
１
時
間
に
わ
た
り
事
例
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　

香
取
市
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
策
定
支
援
の
考
え
方
や
現
在

ま
で
の
策
定
経
過
や
実
績
、
集
落
営
農
組
織
へ
の
支
援
の
在
り
方
、

そ
し
て
、
農
業
委
員
会
新
体
制
に
お
け
る
プ
ラ
ン
策
定
支
援
へ
の

基
本
的
な
考
え
方
、
関
係
団
体
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
な
ど
を
説

明
い
た
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
会
長
は
、「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
立
場
を
明
確

に
し
、
農
業
委
員
と
の
連

携
を
い
か
に
効
率
的
に
行

う
か
を
第
一
に
協
議
し
ま

し
た
。

　

新
た
な
推
進
体
制
を
確

立
し
て
、
農
地
利
用
の
最

適
化
の
基
本
と
な
る『
人
・

農
地
プ
ラ
ン
』
の
地
域
説

明
会
の
開
催
や
地
域
活
動

の
活
性
化
な
ど
の
支
援
活

動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
、
よ
り
有
効

的
な
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。」
と
当
農
業
委

員
会
の
考
え
方
を
述
べ
ま

し
た
。 先

進
例
と
し
て
事
例
発
表

　 
　
　
〜
農
地
利
用
の
最
適
化
の
取
組
み
に
つ
い
て
〜

　

農
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
の
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、

地
域
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
話
題
と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
か
？　

地

域
の
皆
さ
ん
で
、
こ
の
「
人
と
農
地
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
こ
の

問
題
を
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、農
政
課
と
連
携
し
、

こ
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
を
支

援
い
た
し
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、
農
政
課
か
地
域
の
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
ご
相

談
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
☎ 

5
0
‐
1
2
2
6
）

地
域
の
「
人
と
農
地
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

昨
年
10
月
８
日
（
日
）
に
森
戸
地
区
に
お
い
て
「
土
地
改
良
事
業

の
起
工
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
総
土
地
改
良
区
森
理
事
長
の
挨

拶
の
後
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
農
業
が
後
継
者
不
足
と
い
う
厳
し
い
現
状
の
中
で
、
地
域
ぐ
る

み
で
解
決
策
に
取
り
組
み
、
担
い
手
を
盛
り
上
げ
て
魅
力
あ
る
農
業

を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
の
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　

齋
藤
工
区
委
員
長
よ
り
、
関
係
機
関
へ

の
謝
辞
と
、
工
事
を
完
成
さ
せ
て
森
戸
地

区
の
農
地
を
後
継
者
に
引
き
継
い
で
い
く

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

基
盤
整
備
事
業
が
安
全
で
事
故
の
な
い

よ
う
進
め
ら
え
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　
　
　

　
　
　（
石
橋
　
新
一
郎

　
　
　
　
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
）

森
戸
工
区
起
工
式

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

農
村
女
性
交
流

交
換
会
に
参
加
し
て

事例発表を行う伊藤会長
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
１
面
で
若
い
女
性
農
業
者
の
意
気
込
み

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

私
の
出
身
地
区
の
西
坂
神
社
で
は
、
２
月
に
祈
年

祭
、
４
月
に
は
、
お
田
植
祭
、
11
月
に
新
嘗
祭
と
米

の
豊
作
を
願
う
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
不
安
定
な
異
常

気
象
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
豊
か
な
稔
り
の
年
に
し

た
い
も
の
で
す
。

　

昨
年
11
月
９
日
の
千
葉
県
の
「
経
営
力
強
化
・
農

地
集
積
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
は
、香
取
市
の「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
取
組
み
」
が
先
進
事
例
と
し
て
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
30
日
に
は
「
全
国
農
業

委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
」
で
も
発
表
し
ま
し
た
。

地
域
の
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
農
地
・
農
業
を
守
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

昨
年
11
月
の
「
香
取
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
に
お

き
ま
し
て
は
、
山
田
・
小
見
川
・
栗
源
・
佐
原
地
区

と
も
、
老
若
男
女
お
お
ぜ
い
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
本
年
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。   

　
　

　
「
農
業
委
員
会
だ

よ
り
」
の
紙
面
を

充
実
さ
せ
る
べ
く

編
集
委
員
一
同
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方

の
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

編
集
長

　
　

栗
林　

利
男

後

編

記

集

農地の売買・転用等の申請受付期間並びに総会予定表
＜平成30年2月～6月＞

３月６日（火）

４月５日（木）

５月８日（火）

６月７日（木）

７月６日（金）

総会開催日

２月２１日（水）～２３日（金）

３月２０日（火）～２３日（金）

４月２３日（月）～２５日（水）

５月２１日（月）～２５日（金）

６月２１日（木）～２５日（月）

受付期間（土・日・祝日は除く）

平成３０年 ２月分

平成３０年 ３月分

平成３０年 ４月分

平成３０年 ５月分

平成３０年 ６月分

年　月

お知らせ：
　平成２９年度より、千葉県農業会議 常設審議委員会の開催日の変更により、受付期間及び総会開催日も
変更になっています。　＜詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせ下さい＞

農業者年金の相談会を開催します

備　考

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
地
域
農
業
者
の
代
表
機
関
で

あ
る
農
業
委
員
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
行
す
る 

週

刊
の
農
業
総
合
専
門
誌
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
発
行
日
：
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
購
読
者
の
ご
自
宅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郵
送
さ
れ
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
購
読
料
：
１
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
申　

込
：
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　

事
務
局
へ

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
ま
し
ょ
う

　 
　
　「
農
業
者
の
視
点
に
立
っ
て
、
農
家
の
経
営
と

　
　
　
　
　
　
く
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
!
」

●日　時：平成３０年２月１４日（水）
　　  　　１３時３０分から１６時まで
　　　　　　　　　　　　　　　（途中参加可）
●場　所： 香取市役所 ３０１会議室
●内　容： 農業者年金についての説明など
●農業者の方で農業者年金に興味のある方

▶申込先◀
　農業委員会事務局
　　（☎５０－１２２６）
♠当日は、千葉県農業会
　議の担当職員が対応い
　たします。


